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〔日 時〕 令和８年９月 11日（金）19：00～19：50 

〔場 所〕 昭島市役所 １階 市民ホール 

〔出席者〕 

１ 委員 

   並木会長、小原副会長、大友委員、渡部委員、中山委員、高橋委員、𠮷野委員、浦野委員、渡辺委

員、小山委員、工藤委員、篠原委員 

２ 事務局 

青柳学校教育部長、杉本学務担当課長、増田学務係長、石﨑主事 

 ３ 傍聴人 

   なし 

〔配布資料〕 

・第７回 昭島市立学校適正規模適正配置等審議会日程 

・資料１ 富士見丘小学校通学区域内における隣接各校から半径 1.0km の区域 

・資料２ 富士見丘小学校通学区域変更案（Ａ） 

・資料３ 富士見丘小学校通学区域変更案（Ｂ） 

  

〔議事要旨〕 

１ 開会 

 

２ 第６回審議会議事録の確認について  

  事前に送付した議事録について、議事要旨を市の公式ホームページに公開する旨確認した。 

 

３ 議題 

富士見丘小学校の現状と課題について事務局より、資料を基に以下の説明があった。 

(１) 富士見丘小学校通学区域内における隣接各校から半径1.0kmの区域について 

富士見丘小学校通学区域のうち、青梅線南側の区域（玉川町一丁目11〜23番、二丁目1〜6番）（以

下「該当区域」という。）における令和８年８月１日時点の児童数は、小学１年生から６年生が30

人、未就学児が21人である。 

(２) 富士見丘小学校通学区域変更案（Ａ）について 

隣接４校のうち、最も学級数が少なく教室に余裕がある東小学校への学区移行をシミュレーシ

ョンした。令和10年度入学生から該当区域を東小学校へ移行した場合、令和12年度の富士見丘小学

校の学級数を１学級減らす効果はみられる。しかし、同校の最大学級数が18学級になることを防ぐ

効果までは見込めない。 

(３) 富士見丘小学校通学区域変更案（Ｂ）について 

富士見丘小学校の最大学級数を減少させる効果を得るため、具体的な対象区域は設定せず、令和
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10年度から移行するという条件で再試算した。その結果、抑制効果が見込めるのは１学年15人以上

の規模の区域を移行した場合であると分かった。 

 

≪質疑≫ 

   ◆該当区域について、東小学校より玉川小学校の方が距離が近いようだが、玉川小学校も教室に

余裕がないのか【工藤委員】 

   ○玉川小学校も教室に余裕はない。【事務局】 

   ◆該当区域を東小学校へ変更すると、該当区域の一部は東小学校から１㎞以上となってしまうの

ではないか。【高橋委員】 

○該当区域のうち一部は東小学校から１km以上となっている。該当区域から一番近いのが富士見

丘小学校、二番目に近いのが玉川小学校、三番目に近いのが東小学校である。【事務局】 

◆前回の審議の中で、富士見丘小学校内で対応するという話があったが、富士見丘小学校に教室の

余裕はなかったのか。【小原副会長】 

○現状では18学級になると教室数が足りなくなってしまうが、ランチルームや多目的教室を普通

教室に転用すれば、18学級までであれ対応可能である。【事務局】 

◆該当区域を東小学校通学区域へ変更しても、あまり学級数減の効果が見えない。転用が可能なの

であれば、そちらで考えるのはいかがか。【小原副会長】 

○仮に学区を見直すのであれば現状このような課題があるという説明をさせていただいた。学区

変更が困難という判断があり、学校施設や教室を回収したほうが良いというのであれば、その方

向で考えていく。【事務局】 

◆事務局からの説明は、通学区域変更を考える為の資料で、審議会として、教室の転用で対応する

か、通学区域の変更とするかそれを考えていく。両校を適正規模とするためには15人程度の異動

が必要であり、どの区域から移動するかはこれから検討する必要があるということで良いか。

【並木会長】 

○そのとおりである。15人を移動できれば学級数減が見込まれるが、事務局としてもどの区域を変

更するか決定することは、非常に困難であると考えている。【事務局】 

◆今後、中神駅前はどのような開発があり、何世帯程度増えるか把握しているか【高橋委員】 

○現時点でどの程度増えるか、市として把握していない。未利用地についての方針も決まっていな

いため見通しを立てるのは困難である。【事務局】 

◆法務局職員宿舎については職員の移動が流動的なため、検討しないということで良いか。【工藤

委員】 

○そのとおりである。【事務局】 

◆公務員宿舎の人は武蔵野小学校へ通いたいといっている。【高橋委員】 

○武蔵野小学校について今年度は13学級だが、令和14年度には16学級まで増える見込みがあるた

め、教室数に余裕はない。【事務局】 

 

◆各委員より通学区域変更による対応か、教室の転用による対応かについてご意見を伺いたい。

【並木会長】 

   ◆通学区域変更案（Ｂ）の場合、青梅線北側区域から東小学校へ通学区域を変更しなければならな
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いためあまり現実的ではないと考える。この状況であるならば通学区域の変更より教室の転用

をせざるを得ないと感じる【篠原委員】 

   ◆資料２の中で富士見丘小学校から東小学校へ移動する人数を示しているが、この中には兄弟関

係を理由に富士見丘小学校へ指定校変更申請し、東小学校へ移動しない人も含まれているのか。

【並木会長】 

 ○資料２に示したのは実人数であり、兄弟関係による指定校変更を考慮していないため、提示した

人数より少なくなる可能性はある。【事務局】 

   ◆富士見丘小学校は国有地に立地していると伺っているが、富士見丘小学校敷地内に増築し、多

目的室等をそちらへ移動し、現存の校舎の教室を転用するということは可能か。【渡部委員】 

   ○富士見丘小学校に建物を増築できる敷地面積があることは承知している。ただし、国有地に新

たな建物を建てる為には一定の調整や対応が必要となってくるため、より時間がかかってしま

うと考える。【事務局】 

◆私も既存の校舎を工夫し対応することが現実的であると考える。富士見丘小学校通学区域内に

は児童養護施設もあり、転出より転入してくる児童の方が多いと思う。そのため、なるべく教室

数を増やす努力ができればいいと思う。【渡部委員】 

   ◆東小学校の学級数は市で考える適正規模になっていないが、このことについて学校から課題や

希望等はあがっているか。【並木会長】 

○特段意見等は来ていない。【事務局】 

 

◆学区域変更案（Ａ）だと効果が非常に薄いため、教室を転用し、学校の中でできることを行った

方が良いと思う。それでもなお足りなくなってしまったときに学区変更をしていくのが良いと

思う。【中山委員】 

   ◆同意見である。【吉野委員】 

◆同意見である。これから児童数が増える可能性があるのであれば、慌てて学区を変更することは

ないと思う。【高橋委員】 

◆先ほど申し上げた通り、教室転用での対応が良い。【篠原委員】 

◆教室転用が可能なのであればそれが良い。【工藤委員】 

◆他の案もなかなか効果を見いだせない為、教室転用が良い。【小山委員】 

◆同意見である。【渡辺委員】【浦野委員】【渡部委員】 

◆通学区域変更案（Ｂ）が実現するのであればり理想的な適正規模となるが、これから変更する区

域を検討するということであれば、現実的な方策ではない。教室を転用し対応できれば良い。

【大友委員】 

◆教室の転用が良いと思う。この地区は今後増える可能性もあるため、学区変更は最後の手段だと

考える。【小原副会長】 

◆学級数の増加や、教員定数の変更など学校の対応も考慮すると、校舎内の運用で対応できればと

考える。 

それでは、審議会としては、教室の転用にて対応することが必要であるとの結論でよろしいか。

【並木会長】 

   ◆異議なし【一同】 
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◆確認だが、教室数が増えることにより教員数は不足しないのか【小山委員】 

○教員数は、児童数により学級数が決まり、学級数に対して配置されるため不足しない。【事務局】 

◆前回資料の教育人口推計は令和14年度までのものだが、それ以降は推計できないのか。【中山委

員】 

   ○住民基本台帳を基に推計するため、令和14年度までとなる。【事務局】 

◆昭島市内で私立小中学校に通う人数はどの程度か。【中山委員】 

○中学校で全体の１割程度である。【事務局】 

◆教室の転用と増築が考えられる。増築とした場合、教室数に余裕ができて良いが、費用もかかり

またどの程度の期間使用するか見込みを立てられないと思うので、どちらがいいか言い切れな

い。どのように考えるか。【中山委員】 

○既存の学校施設において転用できる余裕があるかどうか。あるならばそちらを改修し対応する

ことが最初になる。それでもなお教室数が不足するのであれば、通学区域の変更、それでも足り

中れば増築という判断になる。【事務局】 

◆学校も建て替えの時期となると思うが、更新の順番は公開していないのか。【高橋委員】 

〇学校施設の在り方や今後について考えていく必要はあるが、まだ結論には至っていないため。公

開できる状況ではない。【事務局】 

◆審議会としては教室の転用を結論とする。これを基に事務局にて答申案を作成していただき、次

回審議会にて答申案をまとめたいと考える。【並木会長】 

 

４ その他 

  第８回の審議会は、10月22日（木）午後7時から、市役所３階庁議室にて開催予定。 

 

～閉会～ 



第７回 昭島市立学校適正規模適正配置等審議会日程 

 

日時 令和８年９月１１日（金） 

  午後７時から       

会場 昭島市役所市民ホール   

 

 

１ 開会 

 

２ 第６回審議会の議事録の確認について 

 

３ 議題 

富士見丘小学校の現状と課題について 

 

配布資料 

 資料１ 富士見丘小学校通学区域内における隣接各校から半径 

1.0km の区域 

 資料２ 富士見丘小学校通学区域変更案（Ａ） 

 資料３ 富士見丘小学校通学区域変更案（Ｂ） 

 

４ その他 

第８回審議会日程について 

日時：令和８年 10 月 22 日（木） 午後７時から 
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【資料１】富士見丘小学校通学区域内における隣接各校から半径1.0kmの区域
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14601
引き出し線
つつじが丘小学校から
半径1.0km

14601
引き出し線
東小学校から
半径1.0ｋｍ

14601
引き出し線
武蔵野小学校から
半径1.0km

14601
引き出し線
玉川小学校から
半径1.0km

14601
引き出し線
　玉川町一丁目11番～23番
　玉川町二丁目1番～6番
　　小1～小6・・・30人※
　　未就学児（R9～R14入学）・・・21人※

　　　※令和８年８月１日時点人数

14601
多角形



【資料２】富士見丘小学校通学区域変更案（A）

変更案の内容 対象校：富士見丘小学校・東小学校

実施時期：令和10年4月（令和10年度入学生から適用）

変更対象区域：玉川町一丁目11番～23番、玉川町二丁目1番～6番

変更対象区域の児童数：1学年2～5人見込

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域
効果 効果

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

R9年度 471 33 16 93 5 3 85 4 3 80 9 3 85 7 3 64 4 2 64 4 2 R9年度 471 0 16 0 93 5 3 85 4 3 80 9 3 85 7 3 64 4 2 64 4 2

R10年度 493 31 17 82 2 3 94 5 3 86 4 3 81 9 3 86 7 3 64 4 2 R10年度 491 △ 2 17 0 80 0 3 94 5 3 86 4 3 81 9 3 86 7 3 64 4 2

R11年度 518 32 18 85 5 3 83 2 3 95 5 3 87 4 3 82 9 3 86 7 3 R11年度 511 △ 7 18 0 80 0 3 81 0 3 95 5 3 87 4 3 82 9 3 86 7 3

R12年度 508 28 18 73 3 3 86 5 3 83 2 3 96 5 3 88 4 3 82 9 3 R12年度 498 △ 10 17 △ 1 70 0 2 81 0 3 81 0 3 96 5 3 88 4 3 82 9 3

R13年度 499 21 17 69 2 2 74 3 3 87 5 3 84 2 3 97 5 3 88 4 3 R13年度 487 △ 12 17 0 67 0 2 71 0 3 82 0 3 82 0 3 97 5 3 88 4 3

R14年度 496 21 17 81 4 3 70 2 2 74 3 3 88 5 3 85 2 3 98 5 3 R14年度 480 △ 16 17 0 77 0 3 68 0 2 71 0 3 83 0 3 83 0 3 98 5 3

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域
効果 効果

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

玉川町

区域

R9年度 219 0 10 39 0 2 47 0 2 40 0 2 27 0 1 37 0 2 29 0 1 R9年度 219 0 10 0 39 5 2 47 4 2 40 9 2 27 7 1 37 4 2 29 4 1

R10年度 227 0 11 37 0 2 39 0 2 47 0 2 40 0 2 27 0 1 37 0 2 R10年度 229 2 11 0 39 2 2 39 5 2 47 4 2 40 9 2 27 7 1 37 4 2

R11年度 217 0 10 27 0 1 37 0 2 39 0 2 47 0 2 40 0 2 27 0 1 R11年度 224 7 10 0 32 5 1 39 2 2 39 5 2 47 4 2 40 9 2 27 7 1

R12年度 226 0 11 36 0 2 27 0 1 37 0 2 39 0 2 47 0 2 40 0 2 R12年度 236 10 11 0 39 3 2 32 5 1 39 2 2 39 5 2 47 4 2 40 9 2

R13年度 216 0 10 30 0 1 36 0 2 27 0 1 37 0 2 39 0 2 47 0 2 R13年度 228 12 10 0 32 2 1 39 3 2 32 5 1 39 2 2 39 5 2 47 4 2

R14年度 197 0 9 28 0 1 30 0 1 36 0 2 27 0 1 37 0 2 39 0 2 R14年度 213 16 9 0 32 4 1 32 2 1 39 3 2 32 5 1 39 2 2 39 5 2

１年生 ２年生 ３年生

学級数

４年生 ５年生 ６年生

推計

人数
学級数

推計

人数

推計

人数

推計

人数

推計

人数

推計

人数

富士見丘

小学校

現行

全体 富士見丘

小学校

変更後

全体
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生

学級数 学級数 学級数 学級数 学級数
推計

人数

６年生

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

東小学校

現行

全体 東小学校

変更後

全体
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

学級数
推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

推計

人数
学級数

15
16

17
18 18

17 17

10 10
11

10
11

10
9

15
16

17
18

17 17 17

10 10
11

10
11

10
9

6

9

12

15

18

21

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

学
級
数

年度

富士見丘小学校・東小学校の学級数推計

適正範囲（12～18学級）
（現行）富士見丘小
（現行）東小
（変更案）富士見丘小
（変更案）東小



【資料３】富士見丘小学校通学区域変更案（B）

変更案の内容 対象校：富士見丘小学校・東小学校

実施時期：令和10年4月（令和10年度入学生から適用）

変更対象区域：未定

変更対象区域の児童数：１学年15人

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域
効果 効果

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

R9年度 471 90 16 93 15 3 85 15 3 80 15 3 85 15 3 64 15 2 64 15 2 R9年度 471 0 16 0 93 15 3 85 15 3 80 15 3 85 15 3 64 15 2 64 15 2

R10年度 493 90 17 82 15 3 94 15 3 86 15 3 81 15 3 86 15 3 64 15 2 R10年度 478 △ 15 16 △ 1 67 0 2 94 15 3 86 15 3 81 15 3 86 15 3 64 15 2

R11年度 518 90 18 85 15 3 83 15 3 95 15 3 87 15 3 82 15 3 86 15 3 R11年度 488 △ 30 16 △ 2 70 0 2 68 0 2 95 15 3 87 15 3 82 15 3 86 15 3

R12年度 508 90 18 73 15 3 86 15 3 83 15 3 96 15 3 88 15 3 82 15 3 R12年度 463 △ 45 16 △ 2 58 0 2 71 0 3 68 0 2 96 15 3 88 15 3 82 15 3

R13年度 499 90 17 69 15 2 74 15 3 87 15 3 84 15 3 97 15 3 88 15 3 R13年度 439 △ 60 15 △ 2 54 0 2 59 0 2 72 0 3 69 0 2 97 15 3 88 15 3

R14年度 496 90 17 81 15 3 70 15 2 74 15 3 88 15 3 85 15 3 98 15 3 R14年度 421 △ 75 14 △ 3 66 0 2 55 0 2 59 0 2 73 0 3 70 0 2 98 15 3

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域
効果 効果

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

変更

区域

R9年度 219 0 10 39 0 2 47 0 2 40 0 2 27 0 1 37 0 2 29 0 1 R9年度 219 0 10 0 39 0 2 47 0 2 40 0 2 27 0 1 37 0 2 29 0 1

R10年度 227 0 11 37 0 2 39 0 2 47 0 2 40 0 2 27 0 1 37 0 2 R10年度 242 15 11 0 52 15 2 39 0 2 47 0 2 40 0 2 27 0 1 37 0 2

R11年度 217 0 10 27 0 1 37 0 2 39 0 2 47 0 2 40 0 2 27 0 1 R11年度 247 30 11 1 42 15 2 52 15 2 39 0 2 47 0 2 40 0 2 27 0 1

R12年度 226 0 11 36 0 2 27 0 1 37 0 2 39 0 2 47 0 2 40 0 2 R12年度 271 45 12 1 51 15 2 42 15 2 52 15 2 39 0 2 47 0 2 40 0 2

R13年度 216 0 10 30 0 1 36 0 2 27 0 1 37 0 2 39 0 2 47 0 2 R13年度 276 60 12 2 45 15 2 51 15 2 42 15 2 52 15 2 39 0 2 47 0 2

R14年度 197 0 9 28 0 1 30 0 1 36 0 2 27 0 1 37 0 2 39 0 2 R14年度 272 75 12 3 43 15 2 45 15 2 51 15 2 42 15 2 52 15 2 39 0 2
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R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

学
級
数

年度

富士見丘小・東小の学級数推計

適正範囲（12～18学級）
（現行）富士見丘小
（現行）東小
（変更案）富士見丘小
（変更案）東小


